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１．県内の機関で高精度な音響透過損失の測定を実施出来る様になって有難い。県外にあるＪＩＳ規格の認
証機関における測定は、費用や試験体準備に関して大掛りな実験となるため、製品開発段階での測定に適
さない。
２．自社で設備を保有することは難しいため、必要な時に依頼したい。自動車メーカーの要望で、開発した自
動車内装材料の残響室法吸音率を測定する必要があるため、今後も利用したい。
３．以前から利用しているが、新たな機器が導入されたので今後も活用したい。
４．開発中の吸音材料を自動車内外装材料に展開したいので残響室法吸音率を測定したい。
５．残響室法吸音率の測定を他機関で実施したが、同じ試料について静岡県で再測定をしたところ良好な結
果が得られた。
６．本社研究開発部門から残響室法吸音率を静岡県で測定したことを聞いて、当事業部でも実施したい。
７．静岡県で残響室法吸音率を測定した関連企業からの紹介で、当社も測定したい。
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静岡県

音響透過損失・残響室法吸音率測定システム

近年、快適な音環境が求められている自動車について、内外装材料の遮音性能と吸音性能を測定する。
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静岡県

熱分析装置

本機器は、試料の温度を変化させながら、その重量変化や入出熱量を測定することにより、試料が持つ熱特
性を評価する。輸送用機器部品に使用される材料の耐熱性や耐寒性等の評価等に使用する。

静岡県工業技術研究所
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平成28年12月 12 0 0 0 0 8 7 15

平成29年1月 5 0 0 3 18 1 1 5

平成29年2月 11 0 0 9 56 2 3 14

平成29年3月 10 0 0 12 82 0 3 15

平成29年4月 19 0 4 8 46 5 2 19

平成29年5月 13 0 0 3 16 6 4 13

平成29年6月 14 0 0 12 74 2 0 14

平成29年7月 14 0 1 10 69 3 0 14

平成29年8月 17 0 0 13 88 4 0 17

平成29年9月 10 0 0 5 33 3 2 10

平成29年10月 16 0 1 10 65 2 3 16

平成29年11月 15 0 0 8 56 3 4 15

平成29年12月 10 0 0 4 18 3 3 10

平成30年1月 8 0 2 6 42 0 0 8

平成30年2月 14 0 2 12 84 0 0 14

・温度制御の性能が向上しており、迅速かつ精度良く試験できるようになった。単位時間あたりの試験数が増
えたため、研究開発のスピードアップに繋がった。
・制御プログラムが使いやすく、ストレスなく使用できる。
・比熱測定で得られた数値が文献値と見事に一致しており、感激した。
・高温領域の測定精度が、従来の機種より向上しており、満足いくデータが得られた。
・微妙なピークが検出できるため、従来では、判定できなかった樹脂製品のトラブル解決に役だった。
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